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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
広
野
町
の
現
段
階
の
普

及
率
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
や
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
を
付
加
す
る
手
続
き
は

高
齢
者
の
方
に
は
難
し
い

印
象
を
受
け
ま
す
。よ
り
多

く
の
方
々
に
申
請
し
て
い

た
だ
き
、チ
ャ
ン
ス
や
権
利

を
確
保
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
交
付
割
合
は
20
％
近
く

に
な
っ
て
お
り
、
全
国
平

均
は
超
え
て
い
る
状
況
で

す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

じ
た
広
報
や
、
工
業
団
地

の
会
社
へ
の
訪
問
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
折

に
触
れ
て
広
報
等
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
藤 

浩 

議
員

遠
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議
員

加
賀 

町
民
税
務
課
長

加
賀 

町
民
税
務
課
長

仮
設
宿
泊
施
設
の
無
償
貸
付
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

議
案
第
61
号

所
在
・
表
示
　
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
大
谷
地
原
92
番
２

　
　
　
　
　
　
木
造
２
階
建
　
２
棟
　

　
　
　
　
　
　
床
面
積
１
９
９
５
・
80
㎡ 

　 

貸
付
期
間
　
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で

相
　
手
　
方
　
株
式
会
社
フ
タ
バ
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

財
産
の
無
償
貸
与 

９月補正予算

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一 般 会 計 7212万円 58億6653万円

国 民 健 康 保 険 4812万円 9億3614万円

土 地 開 発 事 業 157万円 1億6547万円

公 共 下 水 道 事 業 866万円 2億5685万円

農業集落排水事業 438万円 5359万円

介 護 保 険 5316万円 6億4196万円

後 期 高 齢 者 医 療 225万円 2139万円

合 計 1億9026万円 79億4193万円

主な内容

　●広野町新生児子育て応援特別給付金 250万円

　●ドライブインシアター WITH花火プロジェクト 550万円

　　※車に乗って映画と花火を鑑賞

　●コンビニ交付サービス構築 1183万円

　　※マイナンバーカードを利用してコンビニで住民票等を取得できる

　今回の補正は、政府の特別定額給付金事業の対象とならない令

和２年４月28日から令和３年４月１日までに誕生する新生児に

対し一人当たり10万円を支給するための増額補正予算などが主

な内容となりました。これにより、一般会計は歳入歳出それぞ

れ7212万円増額され、総額で58億6653万円となりました。

普
及
促
進
の
取
り
組
み
を

ホテルリーブス

1011

議

決

事

項

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

請願は討論の末 不採択に 

意
見
書
を
採
択

　東京電力福島第一原子力発電所事故で発生した放射能汚染水（アルプス

処理水）の海洋放出に反対する請願書　【請願者】DAPPE【紹介議員】畑中 大子

　討論の結果、賛成２、反対７で不採択となりました。

提
出
者
　
畑
中 

大
子

賛
成
者
　
黒
田 

政
徳

賛
成
者
　
北
郷 

伯
弘

【
内
容
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
、
甚
大

な
経
済
的
・
社
会
的
影
響

を
も
た
ら
し
て
お
り
、
国

民
生
活
へ
の
不
安
が
続
い

て
い
る
中
で
、
地
方
税
・

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財

源
の
激
減
が
避
け
が
た
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、福
祉
・

医
療
、
教
育
・
子
育
て
、

防
災
・
減
災
、
地
方
創
生
、

地
域
経
済
活
性
化
、
雇
用

対
策
な
ど
喫
緊
の
財
政
需

要
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、

長
期
化
す
る
感
染
症
対
策

に
も
迫
ら
れ
、
今
後
の
地

方
財
政
は
、
か
つ
て
な
い

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
広
野
町
議
会
と
し
て
、

国
に
対
し
、
令
和
３
年
度

地
方
財
政
対
策
及
び
地
方

税
制
改
正
に
向
け
、
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

地
方
税
、
地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
総
額
を
確

保
・
充
実
す
る
こ
と
な
ど

を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
強
く
要
望
し
ま
す
。

提
出
先

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣

　 

内
閣
官
房
長
官

　
な
ど

　
我
々
は
汚
染
や
多
重
被

曝
の
状
況
に
い
ま
す
が
、

国
は
こ
れ
ら
を
海
洋
放
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
は
海
洋
放

出
に
は
反
対
で
、
保
管
の

継
続
を
望
む
意
見
が
出
て

い
ま
す
が
、
他
方
、
福
島

第
一
原
発
の
立
地
町
で
は

早
い
処
分
を
望
ん
で
い
ま

す
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
汚
染
水

は
国
の
責
任
で
大
型
タ
ン

カ
ー
で
無
人
島
に
運
ん
で

保
管
す
る
な
ど
、
国
に
対

し
て
具
体
的
な
提
案
を
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
意
見
書
も

海
洋
放
出
に
反
対
す
る
も

の
で
あ
り
、
反
対
す
る
理

由
が
な
い
の
で
こ
れ
に
賛

成
し
ま
す
。

　
震
災
後
、
双
葉
郡
の
町

村
と
議
会
は
、「
双
葉
は

一
つ
」
と
い
う
こ
と
で
共

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
確
か
に
ア
ル
プ
ス
処
理

水
の
処
分
は
大
き
な
問
題

で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
時

点
で
一
番
の
当
事
者
で
あ

る
双
葉
町
、
大
熊
町
が
こ

の
件
に
関
し
て
ま
だ
正
式

な
発
言
を
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
広

野
町
議
会
が
今
こ
れ
を
採

択
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
議
員
の
中
で
も
し
っ
か

り
協
議
を
し
て
、
今
後
、

議
員
発
議
で
意
見
を
出
す

べ
き
で
あ
り
、
今
回
は
不

採
択
と
す
る
こ
と
が
妥
当

と
考
え
ま
す
。

具
体
的
な
方
針
を
示
す
必
要
が
あ
る 

阿
部 

憲
一

双
葉
郡
で
歩
調
を
合
わ
せ
る
べ
き 

黒
田 

政
徳

討
論

反
対

賛
成


